
とちぎ人口減少克服宣言
― 人口減少を乗り越え、未来を共創する―

今、我が国は「静かなる有事」のただ中にいます。
それは、音もなく進行する、人口減少という見えにくい危機です。

栃木県でも、出生数は1万人を下回り、合計特殊出生率も過去最低を
更新しました。
若い世代の転出超過も拡大し、活力ある地域の維持が困難となる可能性が
あります。

しかし、私たち栃木県人口未来会議は、このことを変革の起点と捉えます。
この「静かなる有事」を乗り越えるため、そして、若い世代を全力で応援
するため、県全体に広がるムーブメントを起こしていきます。

結婚の希望がかなえられ、こどもを安心して産み育てられる環境がある。
充実した教育環境があり、働きやすく、働きがいのある職場がある。
女性や若者が暮らし続けたい、戻ってきたい、と思える場所がある。

このような魅力あるとちぎを築くため、無意識の思い込みや偏見（アンコ
ンシャス・バイアス）を無くし、未来志向で新しい社会づくりに取り組み
ます。

それぞれの主体的な行動が、未来への希望となります。
職場が変わり、地域が変わり、そして栃木県が変わります。
さあ、新たな一歩を、今、踏み出しましょう。

令和７ (2025) 年８月４日
栃木県人口未来会議

「とちぎ人口減少克服宣言」動画の公開Movement
第１弾



とちぎ人口未来アクションプラン作成のお願い
“ 静かなる有事 ” 人口減少。
この課題に真正面から向き合うため、栃木県は「栃木県人口未来会議」を開催し、『とちぎ人口減少

克服宣言』を取りまとめました。
県内の企業・団体等の皆様のご参加が、栃木の未来を支える大きな力になります。
宣言を実行に移す『とちぎ人口未来アクションプラン』を作成いただき、「とちぎ人口未来パート

ナー」として、ともに立ち向かっていただきますようお願いします。

■アクションプランの作成について

様式・記載方法・記載例などは、栃木県ホーム

ページに掲載しています。ぜひ参考にしていた

だき、メールにてご提出ください。

■作成にあたってのご不明点

「とちぎ人口未来アクションプラン相談窓口」

総合政策課内 Tel 623-2206

Movement
第２弾



結婚支援制度
の充実

経済的負担
の軽減

出会いの機会
の創出

若年層の
所得向上

雇用の安定化 気運の醸成

結婚の希望を
かなえる

とも家事・
とも育ての推進

結婚・子育て支援
情報の発信

■結婚応援企業・団体への登録は

「とちぎ人口未来アクションプラン」

における具体的な取組の１つです。

とちぎ人口未来アクションプラン抜粋

（企業内結婚サポーター）



問 あなたの暮らしは、この５～６年の間にどう変わりましたか。

令和７（2025）年度 栃木県政世論調査の結果（速報） 【概要】

かなり悪くなった
18.5%

少し悪くなった
36.5%

変わらない
32.1%

少し良くなった
9.2%

かなり良くなった
1.6%

○『良くなった』：10.8％ R6（13.5％）から2.7ポイント減

〇 変わらない ：32.1％ R6（33.1％）から1.0ポイント減

○『悪くなった』：55.0％ R6（51.0％）から4.0ポイント増

問 あなたは今の暮らしについてどの程度満足していますか。

まあ満足している
30.6％

満足している
4.4％

どちらともいえない
25.8％

やや不満がある
23.2％

不満がある
15.1％ ○『満足している』  ：35.0％ R6（37.8％）から2.8ポイント減

○ どちらともいえない：25.8％ R6（24.2％）から1.6ポイント増

○『不満がある』 ：38.3％ R6（36.4％）から1.9ポイント増

※『悪くなった』は４年連続で50％超

R5…53.0%、R4…51.2％、R3…39.2％ 

暮らしの変化

暮らしの満足度

『良くなった』
10.8%

『悪くなった』
55.0%

『不満がある』
38.3%

『満足している』
35.0%



令和７（2025）年度 栃木県政世論調査の結果（速報） 【概要】

暮らしが悪くなった要因

物価が上昇し
たため
65.7％

医療費・介護費の
出費の増加 9.3％

不景気のため
6.3％

○「物価が上昇したため」は３年連続で５割超

年度 R３ R４ R５ R６ R７

構成比 15.0％ 35.7％ 59.6％ 62.6％ 65.7％

順位 ２ １ １ 1 １

県政への要望

選択肢 構成比 順位

高齢者福祉対策 50.8% 1

医療対策 48.1% 2

食料の安定供給の確保・
食の安全確保

40.5% 3

防犯対策 39.7% 4

雇用の安定と勤労者の福祉 35.3% 5

○「高齢者福祉対策」と「医療対策」の順位は16年間変わらず。

○「食料の安定供給の確保・食の安全確保」は、昨年度の32.4％から

8.1ポイント増加し、順位も６位から３位に上昇

問 悪くなったのは、主にどのようなことからですか。

問 あなたが、県政に対して、特に力を入れてほしいことは何ですか。

（暮らしの変化で悪くなったと答えた人が回答）



栃木県グリーンスタジアムネーミングライツパートナーの決定

（１） ネーミングライツパートナー

本田技研工業株式会社

(2) 愛称

ホンダヒート・グリーンスタジアム

（３） ネーミングライツ料

年額800万円（消費税及び地方消費税を含む）

（４） 期間

10年間

（写真：メイングラウンド全景）
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